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本研究では，劈開構造を保持した薄片状の黒雲母，金雲母および白雲母へのユウロピウムの収着挙動を，

溶液濃度の変化，蛍光寿命および SIMS により追跡した．その結果，同様に劈開構造を持つ雲母鉱物におい

ても，結晶構造の違いに起因して，雲母へのユウロピウムのマクロな収着挙動が異なることが示唆された． 
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1. 緒言 地層処分システムの天然バリアとして想定される花崗岩に含有する黒雲母は，陽イオン核種に対し

て高い核種収着能を示すことが知られているが，その既往知見の多くは粉末状の試料が用いられてきた．実

際の地下環境において黒雲母は薄片状で存在するため，核種収着挙動がこれまでの知見と異なる可能性があ

る．本研究では，薄片状の雲母鉱物試料を用いて陽イオン核種の一つであるユウロピウムとの相互作用につ

いて検討した．また，雲母鉱物試料として黒雲母に加えて白雲母や金雲母を用い，構造や化学組成の違いに

よる収着性の変化を比較検討した． 

2. 実験 本研究では，バッチ式の収着実験を行った．収着実験では，5×6 mm大の薄片状の黒雲母，および

白雲母，金雲母を選り抜き使用した．また，比較として粒径 100~150 µmの黒雲母粉末を併せて用いた．ユウ

ロピウム（Eu(NO3)3，安定同位体）濃度は 1 mMに設定し，硝酸および緩衝剤を用いて pH 3, 5, 8に調整した．

そして，窒素雰囲気下のグローブバック内で，液固比が 10 ml/g となるように雲母試料 0.4 gと調整したユウ

ロピウム溶液 4 mlをポリプロピレン管に封入した．振とう期間は 7日間とし，期間内に計 5回サンプリング

した．サンプリング後に孔径 0.45 µmのメンブレンフィルターを用いて固液分離し，液相は ICP-AESにより

ユウロピウム濃度測定を，固相は乾燥後に SIMS（Secondary Ion Mass Spectroscopy）により薄片内のユウロピ

ウム分布分析を行った．また，固液混合状態の試料により蛍光寿命を測定した． 

3. 結果・考察 Fig. 1は，pH 5の収着実験における液相の

ユウロピウム濃度の経時変化を示す．Fig. 1 より，黒雲母

粉末の場合には，速やかにほぼ全てのユウロピウムが収着

する一方，薄片状雲母鉱物へのユウロピウム収着は緩やか

に進展することがわかる．これは，薄片内へのユウロピウ

ムの拡散過程が反映されていると考えられる．また，各薄

片状雲母鉱物の比較より，ユウロピウムの収着は黒雲母が

最も大きく，続いて金雲母，白雲母への収着は非常に小さ

かった．この原因としては，雲母鉱物の 3八面体構造（黒

雲母，金雲母）と 2 八面体構造（白雲母）の違いにより，層間の交換性陽イオンであるカリウムの拘束状態

が異なる可能性が示唆される．また，蛍光寿命測定，および SIMSによる薄片内のユウロピウム分布からも，

薄片内へのユウロピウムの収着挙動が pHによって異なることが明らかになった． 
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Fig.1 Eu sorption to each sample (pH 5) 
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